
2026年合格目標
チャレンジコース＆直前対策講座 プレセミナー

相続税法



本日のご紹介する項目

①令和８年度税制改正に関する情報

②近年の本試験の出題傾向

③チャレンジコース・直前対策講座のご案内



令和８年度税制改正に関する情報



令和8年度相続税・贈与税の主な改正

➊ 直系尊属から教育資金の一括贈与を受けた場合の贈与税の非課税

令和８年３月31日で終了（延長なし）

（同日までに拠出済の金銭等には適用あり）



令和8年度相続税・贈与税の主な改正

➋ 個人の事業用資産に係る相続税・贈与税の納税猶予

個人事業承継計画の提出期限を２年６月延長
（現行）令和８年３月31日→（改正）令和10年９月30日

❸ 非上場株式等に係る相続税・贈与税の納税猶予

特例承継計画の提出期限を１年６月延長
（現行）令和８年３月31日→（改正）令和９年９月30日



令和8年度相続税・贈与税の主な改正

❹ 医療法人の相続税・贈与税の納税猶予

適用期限を３年延長
（現行）令和８年12月31日→（改正）令和11年12月31日



近年の本試験の出題傾向



近年の本試験の理論問題の出題傾向

条文・制度趣旨を事例に
当てはめて説明させる事例問題

近年の税制改正論点や
相続税・贈与税の横断論点も頻出



近年の本試験の理論問題の出題傾向

状況整理

× × ××

申告
手続相続 状況変化

× ×

是正
手続贈与

申告
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近年の本試験の理論問題の出題傾向

取扱い

関連する条文

事例に沿う文章作成

理論マスター（条文）の記述

【解答】 ○は、～であるため、×××の規定が適用される。

【解答】 相続税法第〇条



近年の本試験の理論問題の出題傾向

できるだけ正確に何も見ないで
条文を記述できる力を養う

関連する条文をテーマごとに
体系立てて理解し、状況に応じて
どれを適用するかの判断力を養う

理解
する

暗記
する



近年の本試験の計算問題の出題傾向

相続税額を計算する総合問題

宅地の評価

非上場株式の評価

路線価、各種補正、小規模宅地等

評価方式、会社形態、業種目、資産負債調整

生前贈与が与える影響

非課税、配偶者控除、相続時精算贈与



近年の本試験の計算問題の出題傾向

総合計算力を高める

時間配分のバランス感覚を養う

個別論点の判断力を養う

本試験レベルの多くの総合問題を解答し、スピードを養う



チャレンジコース・直前対策講座のカリキュラム









最後に

みなさんの2026年度
税理士試験合格に向けて

しっかりバックアップします！

ご受講、お待ちしています！


